
「越前町地域ぐるみによる空き家等対策の推進に関する条例」の制定について 【概要版】 

１．目的（第１条） 
 
 
 
 
 
 

２．基本理念（第３条） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．責務・役割（第４～９条） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．空き家等の対策（第 10～12条） 
 

 

 

 

 

 

 

５．特定空き家等に対する措置（第 13～18条） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空き家の 
所有者等 

・空き家等の適切
な管理 

・空き家等及び跡
地の利活用 

１．町及び関係者は、周辺の生活環境や景観に影響を与える空き家等は地域コミュニティ全
体の問題であることを認識し、相互に連携を図り、協働してその解決に取り組む。 

２．町及び関係者は、空き家等の増加は地域コミュニティの活力の低下を招くことを認識し、
空き家等の発生予防に取り組む。 

３．町及び関係者は、安心安全で快適な生活環境の保全を図るため、適切な管理が行われてい
ない空き家等に対し、必要な措置を講じる。 

４．町及び関係者は、空き家等の適正管理及び利活用を促進するため、地域ぐるみで空き家等
の実態把握や情報共有の体制づくりに取り組む。 

５．町及び関係者は、空き家等をまちづくりや地域コミュニティ活動を進める上での資源と
捉え、密接に連携し、利活用及び流通を促進する。 

●良好な生活環境の保全 
●安心安全な住環境の確保 
●空き家等の利活用の促進 

魅力ある地域社会の実現 

≪条例で定めること≫ 
◆空家等対策の推進に関する特別措置法に定めるもの 
◆町及び関係者の責務 
◆空き家等対策の基本理念 
◆空き家等に関する対策を地域ぐるみで総合的かつ計

画的に実施するために必要な事項 

町民活動団体 
・空き家等を地域資源

として積極的に利活
用 

町 民 等 
・空き家等の利活用

への協力 

・空き家の発生予防 

自治組織 
・空き家等の状況や所

有者等に関する情報
の把握、適正管理に
関する助言 

・空き家等を地域資源
として積極的に利活
用 

行  政 
・空き家等対策計画に基

づく施策の実施 

・関係者に対する町が行
う施策への参加・協力
の促進、必要な支援の
実施 

 

事 業 者 
・空き家等及び跡地の

利活用への協力 

・空き家等及び跡地の
利活用の促進 

≪特定空き家等に対する措置の流れ≫ 

 
空き家の実態調査

所有者への情報提供・意向確認等

妥当性の審議 当該特定空き家等の状
態が改善されない場合 

所有者等に対する勧告（第 16条） 
 
 
 

所有者等に対する助言・指導（第 15条） 

正当な事由がなく当該
勧告の措置をとらない
場合 

行政代執行（第 18条） 
（行政代執行法に基づき実施） 

措置を履行しないとき、
履行しても十分でないと
き・期限までに完了する
見込みがないとき 

所有者等に対する 
命令・公表（第 17条） 

特定空き家等の認定（第 13条） 

該当状況の審議 

妥当性の審議 

過料の対象 
立入調査忌避 ⇒ 20万円以下 

過料の対象 
命令違反 ⇒ 50万円以下 

固定資産税の特例（住宅用地特例制度）の対象から除外 

妥当性の審議 

妥当性の審議 

特
定
空
き
家
等
認
定
審
議
会
（
第
14
条
） 

空き家等の 
発生の 

予防 
（第 10条） 

空き家等及び跡地の 

利活用（第 12条） 
●移住定住を目的とした利活用 
●地域の課題の解決を目的とした利活用 
●地域の活性化を目的とした利活用 
 

空き家等の 

適正な 
管理 
（第 11条） 

促進 


